
新しい教科書の新しい教科書の「問いの構造」「問いの構造」
　新しい教科書では、問いを構造化することで内容のまとまりでの授業がしやすくなっています。各時間の「学習課題」を積み重ね
て「節の問い」や「編（章）の問い」を解決する構造になっています。教科書の問いに沿って授業を進めていくことで、主体的・対話的で
深い学びを実現することができます。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１
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導入ページで、単元を通して追
究していく「単元を貫く問い」
（「編（章）の問い」や「節の問
い」）を立てます。

単元を貫く単元を貫く
問いを立てる問いを立てる

単元を貫く問い

P.196-197

導入ページで立てた問いの解
決に向けて、本文ページに設定
した各時間の「学習課題」と、
それに対応した「確認」「表現」
の問いに答えます。

学習課題を学習課題を
追究する追究する

学習課題

確認・表現

ポートフォリオに、学習を始める前と比べて、考えが変わったことや新たにわかったこと、考えが深まったことを書きましょ
う。そして、これからの学習や生活に生かしていきたいことや、考え続けていきたいことを書きましょう。

近代（前半）  の学習をふり返ろう の学習をふり返ろう 主体的に学習に取り組む態度

学んだことをまとめ、「節の問
い」について考えたことを手が
かりに「編（章）の問い」を解決
します。最後に単元の学習をふ
り返り、次の単元へ進みます。

単元を貫く問いを単元を貫く問いを
解決し、ふり返る解決し、ふり返る

P.212-213

まとめ

ふり返り

「近代（前半）」にはどのような特色があるか考えましょう。

「近代（前半）」の特色をさぐる

大日本帝国の成立に象徴され
る近代化の特色は、どのような
点にあらわれているでしょうか。

第5編第1章の問い第5編第1章の問い?

第1節の問い? 第2節の問い? 第3節の問い?

「単元を貫く問い」で、
授業をデザインする

内容や時間のまとまりにより構成された授業をデザ
インすることで、主体的・対話的で深い学びを実現
できます。

！
注目第5編第1章　日本の近代化第5編第1章　日本の近代化

日清・日露戦争前後の日本の国際的な地位の変化や動きに着目しましょう。第5節の問いに答えよう?

条約改正、日清・日露戦争は、日本にどのような影響をあたえたのでしょうか。第5節の問い?

第5節　日清・日露の戦争と東アジアの動き第5節　日清・日露の戦争と東アジアの動き

列強の動向とアジア1
学習課題学習課題 なぜ、日本はこの時期

に条約改正を実現することができたの
でしょうか。

確認確認 日本にとって不平等条約の改
正が必要だった理由について、確認し
ましょう。

表現表現 憲法の制定など近代国家とし
ての制度の整備や当時の世界情勢が、
条約改正とどのように結びついたかを
説明しましょう。

朝鮮・満州をめぐる日本とロシアの対立3
学習課題学習課題 日露戦争は、なぜ起こり、

その結果は、日本にどのような影響をあ
たえたのでしょうか。

確認確認 日露戦争のきっかけについて、
日本とロシアの動きを確認しましょう。

表現表現 日露戦争の結果、どのような
影響があったのか、対外関係と国内に
着目して説明しましょう。

朝鮮をめぐる対立2
学習課題学習課題 日清戦争はなぜ起こり、

その結果、日本はどのように変わって
いったのでしょうか。

確認確認 日清戦争の結果は、日本・
清・朝鮮・ロシアにどのような影響をあ
たえたのかを整理しましょう。

表現表現 日清戦争の結果、どのような
ことが起こったか、国際関係と国内の
動きから説明しましょう。

大日本帝国の成立に象徴される近代化の特色は、
どのような点にあらわれているでしょうか。

第5編第1章の問い第5編第1章の問い?

「近代（前半）」を整理する

第1節の問いの答え

第6節の問いの答え

…

時代の特色を
考察する

「編（章）の問い」で答えたことを踏
まえて、学習してきた時代の特色を、
視点を定めて考察する活動をします。

！
注目

…

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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生徒は原始・
古代〜現代ま
での各時代で
こうした学習
を繰り返して
いきます。

第２～６編 各時代の学習

資料の活用や、話
し合いなどの活動
から、深く学んで
いけそうだね。

問いを立て、学習を見通す問いを立て、学習を見通す導入ページ導入ページ
　導入ページでは、各時代の人々や社会の様子を示す資料を生徒が主体的に読み取り、それをもとに話し合う協働的な学びを
通して、「編（章）の問い」を立てる活動を提案しています。また、立てた問いの答えを予想することをうながして、その後の学習
の見通しをもつことができるようになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.154-155 P.156-157

どんな学習を
するのかな ？

小学校の既習内容を
確認するとともに、この
時代の学習で何がで
きるようになればよい
かを説明します。

11
気づいたことを

出し合おう

前後の時代を代表す
る資料を比較して、特
徴やちがいなどを読み取
り、これから学ぶ時代の
イメージをつかみます。

22
気づいたことを

出し合おう

年表と世界地図を読
み取り、時代を時間軸
で概観したり、日本と世
界とのつながりを空間軸
で確認したりします。

33
第○編（章）の
問いを立てよう

2 、 3 の活動を通して出
てきた意見や疑問を踏ま
えて、編（章）や節で追
究していく問いを立て
ます。

44
学習の

見通しをもとう

編（章）の問いに対す
る疑問や答えの予想
をポートフォリオに書き
こみ、これからの学習を
見通します。

55

「トライ」で資料を読み取る一連の活動では、見方・考
え方を働かせた着目点を示して、生徒の活動を支援
します。

！
注目

見方・考え方を働かせる ポートフォリオ
学習の見通しとふり返りの活動に役立
つポートフォリオのデータを教科書QR
コンテンツとしてご用意しています。

！
注目

5 の活動を行い、単元の学習後に改めて自分の考えを書きこむことで、生徒が学習
の見通しを立て、学習後に自分の考えの変容をふり返ったり、教師の授業改善につな
げたりできるようにしました。主体的に学習に取り組む態度の評価もできます。

評価

主体的に学習に取り組む態度
指導と評価の一体化

まとめ・ふり返りページ導入ページ導入ページ 本文ページ

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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まとめ・ふり返りページ導入ページ 本文ページ本文ページ

授業や生徒の授業や生徒の思考の流れ思考の流れを重視した構成を重視した構成

資料を用いた活動を示すことで、必
要な情報の読み取りなどの技能を
高めることができるコーナーです。

●資料活用

　本文は原則１授業時間を見開き２ページとし、この１時間で何を学ぶのか、どのようなことに着目して学習を進めるのかを「学習課題」
「見方・考え方」で明確に示しました。また、右ページの側注欄には学習課題に対応した「確認」「表現」コーナーを設け、「編（章）
の問い」や「節の問い」に答えるための手がかりとなるように工夫しています。

SDGsと特に関
連する箇所を示
しています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

導入資料
本文ページの導入になる資
料と、それに関係する問い
かけを設けています。

１１

本文・図版
十分な文字量を確保し、平
易な表現を用いて、生徒の
読み取りを支援しました。

33

本文ページで何を学んでい
くのかを示しています。この
課題を考えながら、学習を進
めていきます。

学習課題学習課題

22

P.196-197

学習課題の解決に向けて手がかりになる主
な「見方・考え方」の例を示しています。

見方・考え方見方・考え方
！
注目

学習課題に対応し、本文
ページの学習を確かにする
問いを示しています。学習の
最後に取り組むことができます。

44
確認確認 表現表現

●連携コーナー
主に小学校の学習や地理・公民
とのつながりを示しています。

対話的な活動など協働
的な学びに関連した箇
所を示しています。

！
注目

学び合い

このマークのついた教材は、二次元コードを読み込ん
だ先のWebページにある教科書QRコンテンツで、学
習を深めることができます。 ➡本冊子P.16参照

●タブレットマーク

この見開きのできごとが、
いつ、どのような順番で起
こったのかを確認できます。

●小年表
読み込むことでその見開きにある教科書QRコン
テンツを参照することができます。見開きタイトル
とセットで示しています。 ➡本冊子P.16参照

●二次元コード

学習している時代や世紀を、前後の時代
も含めて常に確認できます。

●時代・世紀のスケール

知識・技能、
思考・判断・表現

「確認」は知識・技能、「表現」は思考・判
断・表現に対応しており、評価に活用して
いただくこともできます。

関心と意欲を引き出す

評価 指導と評価の一体化

学習に見通しをもたせる

丁寧な記述で学習を助ける

1時間の学習をふり返る
見開きの学習内容を掘り下
げて、歴史を楽しく学び、
学習内容の理解を深めてい
くことができるコラムです。

歴史歴史
++αα

節のまとまりで追究する問いを
1時間の学習でも意識しながら
取り組めるよう示しています。

第◯節の問い?

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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問いを解決し、学びをふり返る問いを解決し、学びをふり返るまとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ
　まとめ・ふり返りページでは、習得した知識を確認した後、「編(章)の問い」に答え、「時代の特色」を考える活動を行います。
また、ポートフォリオを用いて学習をふり返ることで、学びの自己調整ができるようになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.212-213

さらに、「時代の特色」を考える
活動では、思考ツールの提案
や、いくつかのステップに分
けた活動を提示することで、
活動の流れが見えやすくなっ
ています。

33
「時代の特色」を

考える活動
各時代のまとめとして、まず、
各「節の問い」について考
えたことをもとに、「編（章）の
問い」の答えをまとめる活動
に取り組むことができます。

22
「編（章）の問い」に

答える活動
最後に単元の学習をふり返る
活動を設定しています。自ら
の学びを自己調整したり、
変容を見取ったりすること
ができます。

44
学習のふり返り

導入ページ 本文ページ まとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ

年表と地図の連携
どこで何があった？ の地図を使った穴埋め問題は、上の
年表のできごとから解答を選択させることで、この時
代で学んだことを時間軸と空間軸の両面で確認
することができます。

！
注目

単元で学習した内容について、
年表や地図を活用しなが
ら知識を整理するとともに、
知識を定着させることができ
ます。

11
知識の確認

生徒が学習のふり返
りをすることができ
るだけでなく、教師
はどのように評価を
すればよいか、わか
りやすい構成になっ
ています。

知識を評価する 思考・判断・表現を評価する
思考・判断・表現を評価する 主体的に学習に取り組む

態度を評価する

問いの構造を生かす
「編（章）の問い」に答えるにあたって、これまで考えて
きた「節の問いの答え」をもとにすることや、話
型を示すことで、生徒が取り組みやすくしています。

「見方・考え方」の活用
時代の特色を考察する際に、 比較  推移  つながり   
といった適切な「見方・考え方」を働かせる活動
を提案しています。

！
注目

思考ツールの提案！
注目

第３～６編では、時代の特色を考える活動に、様々な
思考ツールを活用し、収集した情報のまとめや、そ
れをもとにした考察の助けになるようにしています。
➡本冊子P.19参照
また、思考ツールを端末上で操作して
いただけるコンテンツをWebサイトで
公開しています。

！
注目

サンプルはこちら

いつ何があった？ では年表を、どこで何があった？ では地図
を確認しながら、できごとなどを穴埋め形式の問いに
答える形に統一しています。

●  第２～６編の  
各編（章）の「知識」の問い

観点ごとに活動を整理
まとめ・ふり返りページでは、「知識・技能」「思
考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」
それぞれの評価の観点に沿って活動を整理し
ています。

評価
指導と評価の一体化

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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　第１編では、「歴史的な見方・考え方」とは何かを、その活用の仕方とともにわかりやすく解説しています。第２編以降の学習では、「歴
史的な見方・考え方」を問いの解決の道しるべとしながら学習を進める一貫した構成になっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

活動を通して
「歴史的な見方・考え方」を学ぶ

教科書の紙面上部では、「歴史的な見方・考え方」を体験的に学ぶこと
ができる活動「トライ」を提案しています。

！
注目

歴史学習の導入部にあたる第１編「私たちと歴史」第１節「歴史のとら
え方」では、小学校で学んだヒト・モノ・コトを生かした活動
を通じて、「歴史的な見方・考え方」を働かせた学習の仕方を
学ぶことができます。

歴史学習のはじめに
「歴史的な見方・考え方」を丁寧に

第２～６編の通史学習では、導入ページ、本文
ページ、まとめ・ふり返りページのそれぞれで働か
せる主な「歴史的な見方・考え方」の例を示して
います。各時代で「歴史的な見方・考え方」
を働かせた学習を繰り返すことで、生徒の主
体的・対話的で深い学びの支援を図りました。

各時代の学習で一貫した
「見方・考え方」の活用

「歴史的な見方・考え方」を
わかりやすく

「歴史的な見方・考え方」を、「時系列」「推移」「比較」「つながり」の4
つの視点や方法に整理して丁寧に解説しています。

！
注目

ゲームをはじめとする活動を
通して、生徒が興味・関心を
もちながら「歴史的な見方・
考え方」を学ぶことができる
ような紙面にしました。

P.10-11

②「歴史的な見方・考え方」とは？

P.196

第５編第１章第５節
①列強の動向とアジア
「学習課題」と
「見方・考え方」

P.156

第５編第１章　
学習のはじめに　
「トライ」

P.213

第５編第１章
まとめとふり返り
「近代（前半）」の特色をさぐる

まとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ本文ページ本文ページ導入ページ導入ページ

なぜ、日本はこの時期に条約改正を実現することができた
のでしょうか。

学習課題学習課題

「近代（前半）」にはどのような特色があるか考えましょう。

「近代（前半）」の特色をさぐる

見方・考え方見方・考え方

つながり

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編

14 15

見方・考え方見方・考え方を働かせた学習を実現する工夫を働かせた学習を実現する工夫
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